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～捨てないことからはじめよう！～
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残される「もの」をデザインすること

加藤尚武

特 集 １　スト ック ご み の 現 状 と そ の 要 因

ストックごみの現状と課題：山川 肇・渡辺 浩平

ストックごみにしないために：堀 孝弘

特 集 ２ さ あ 、 片 づ け に 困 っ た! と き の 虎 の 巻

捨てるから始めない生前整理収納法：戸田 里江

時間を暮らしに保存する：大関 はるか
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遺品整理lこ立ち会う:株式会社ﾘﾘ ーフ

裂 釘ぶ:昌志薄 柘萱　ぶ詣 臨馮１１ 友

リリ一フ社屋　写其右奥が倉庫・選別場

（株）リリーフは、会社のある西宮市を含む近畿から、沖縄・関東･ 中部・東北地方ま

で遺品整理サービスを行う会社です。遺品整理と一口にいっても、その内容は多岐にわた

ります。今回、遺品整理の実際や、不要になったものがどう活用、処理されているかを知

るために、同社の赤湯知宣さん（写真1）からお話をお伺いしました。

Ｏ 遺品整理はお話を聞くことから

遺品整理は片葉のとおり、故人が遺

された心Iを整理することからはじまり

ます。故 人が遺されたものの中には、

[1常の生活で使ってい たもの、冷蔵庫

に残された食IL 形見などの人切なも

のま･ご多神多様なものが含まれます｡

当然のことですが、･ 概にすべて捨て

るわけではあ1} ません　遺品整理の現

場ごとに、遺品として人切にするもの

一 一 ，
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写真1　お話を伺った赤湯知宣氏



ていただくために、遺族の方に一緒に

･yち会っていただきながら、全体とし

ての物量や、遺族の方が引き取られる

もの、遺族の方が不jU かつリユースで

きるもの、リユースも難しく廃棄する

ものを確認しています｡

ごくなられた方のお住まいが持ち家

などの場合、すぐに退出しなけれぱな

-,７

とはいえ，見積りのご依頼から早い

場合はおおむねＩ週間程度で実施する

こともI･f能です｛写臭2｝，

０ 意外に多いリユースされるもの　 』

亡くなられた方が身の回りのものを

大切に使われていることは多く、遺品

整理の結果、リユース品として、捨て

写其２　遺品整理 の例（2LDK 〔5 階〕 を４人・５時 間で行ったもの）左 ：整理前　 右：整理後
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写 真３　リユース品の選別作業の様子

ずSこ流通するものの割合は想像以11C二

高いです｡ 遺品整理されたものの状況

をみていきましょう。

まず、遺族の方が引き取られる「お

もいでの1771」はだいたい１％くらいで

す。 ダンボールで数箱程度であること

がほとんどです｡ それ以外のものは遺

族のみが不jljとされるもので、資源物

として分別するものは、令体の１～２

剖程皮 くかさベ ース、以 ド回じに こ

れらは現地で分別を行い、 噂ら物「は

持ち帰っています､リ 茫棄するものは企

休の３ 一ヽ一４割程度、そして最後にり

ユースできるものですが、この割合は

多く全体の４～５割程度になります。

きれいに住まわれている方であれば、

ほとんどリユースが 吋能な場合もあ り

ます、リユースできるものは当社に持

ち帰り、選別し、 丁寧に輸出用コンテ

ナに詰め、輸出してい ます（写良3.4 ）。

ダンスなどの家具の多くは束14ぽアジ

ア向けに輸出を行っていますし、その

一 一

写真 ４　ダンスの中に も商品 を詰め て輸出

他 の も の も 商l 副 こな る と 判 断 し た も の

は 輸 出 にIUI し て い ま す 、 た だ 、 リ ユ ー

ス と は い え 、 選 別 や 輸 送 の た め の コ ス

ト が か か る た め 、 多 く は 無 償 引 き 取 り

で す 、 家 電 は 年 式 が 新 し け れ ば 、 Ｈ い

取 り 、 日 本 国 内 で リ ユ ー ス し て い ま す 、

も ち ろ ん 、 古 い 家 電 は 家 電 り 廿 イ ク ル

に 回 し て い ま す 。

輸 出 さ れ た も の は 輸 出 先 の 国 の い わ

ゆ る Ｆリ ユ ー ス シ ョ ッ プ 。 で 販 売 さ れ

て い ま す 。 束 南 ア ジ ア な ど の 海 外 で は 、

目 本 の リ ユ ー ス 品 の 需 要 は 高 く 、 家 具

な ど も 人 気 が あ り ま す 。 日 本 の も の は

海 外 で も 喜 ば れ て い ま す 、

０ リユースの取り組みを進めること

で、よりよい人生をサポートする

当社への依頼は、多くが遺族からの

遺品整理の依頼ですが、生前整理の依

頼も令体の１～２割くらいの件数、受

けています。

生前整理は、仙〕自身が已くなられた

-

－

↑　 Ｗら物:|免棄物処 理法で Ｆ専ら両生利用の目的 とな る廃 棄物_ と定め られる占紙． くず鉄．雀 きぴん類，

rii繊細を指Ｌていう　U超棄物 ・雌墳り 一一ﾄﾞﾌﾞ･ソクよ:Ｈ
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峻に、遺族が困らないよう生きている

問に身の回りのものを整理することで

すが、遺族とは違い、両自身や家族が

購人されたものを御自身で変・不要の

Iμ」断を行うため、愛着があるものばか

りで、なかなか手放しにくく、整理が

進まないといった場面を多くＨにしま

す　 また、皆様、捨てること自体に罪

忠感があるのだと思います

そこでＴ放されたものもできる限り

リユースにつなげていくことをご説 明

することで、「次に使ってもらえる人

がいるなら」とiげllきに整理を始める

ことができる方も多くいらっしゃると

感じています｡

身の川りのものを減らし身軽にする

ことで、その方の人生が豊かになるｰ

その後押しを、リユースを通して行う

ことができていると思います･

○ 使われずに残っているもの　　　 ｜

已くなられた方のご自宅であまり使

われずに残っているものの多くは、そ

のままにしておいても腐らないものが

多いといえるでしょう｡

佃｣るものはどうしても臭いが出るの

で、みなさん定期的に捨てておられる

のたろうと思いますが、腐らないもの

は伺ljになっても臭いがするわけでは

なく、捨てるきっかけがないためか、

そのまま七内に残っていることが多い

ようです　 奏や服、布|り･|をはじめ、洗

剤などがその代表例で、厳密には腐る

ものですが、腐りても臭いがしないレ

トル目Ｕ ＭＪ缶詰なども宅内に保竹さ

れたまま残っています、レトル|･食品

-
写 頁 ５　 ダ ン ス の 中 も 丹 念 に 見 て い く

の定期便などを契約されている方は、

食べきれずに段ボールのまま、積み上

がっているのを見かけたこともありま

す．また遺骨が残っていることもあり

ます、原則、遺族の方に引き取ってい

ただくようにしていますが、どうして

乱 引き取り于がないときは、お寺に

お願いし供養していただいています．

また認知症の方が住まわれていたお

宅では思わぬ場所から思わぬものが出

てくることがあります　ダンスの中身

や服のポケットなども丹念に見ていく

ことが必要でll写貞5;、気の抜けない

作T剔こなります、

話は少しそれますが、資源ごみや不

燃こみなど分別が必要なごみがたまっ

ているヶ－スが少なからずあり、分別

できず捨てられずにいる方もおられる

ようです．

ｅ 捨て
るも の は適 正処 理 で

ぺ 、　　　‥　　一一j

私 ど もは 、･ 般丿雍棄 物 収 集 運 搬 業 の

営 業 許･ljを も っ て い ます が 、 こ れ も クI

ル ー プ 会 社 で 許 司'が あ る|!!i宮 巾 と伊 月･

遇品整理に立ち会う：株式会社リリーフ　j 63



64

市だけになります、遺品整理サービ ス

としては、近畿を中心に、沖縄・「刈収・

中部・東北まで営業エリアを拡人して

います。ごみでないものは自社で連搬

しますが、西宮 市以外では、原則、ご

みは運べません。では、誰が運ぶのか｡

実は自治体によって指導内容はさまざ

まですので、それに従い対応していま

す。依頼主であるお客様が|可乖すれば、

私どものトラックで連搬できる地域も

あれば、お客様から行政が行う「一時

多量ごみ収集」に依頼してもらう場介、

さらに その地域のｰ 一般廃棄物収集業

者に依頼することもあります。その地

域の一般廃棄物収集業者が少なく、既

に手一杯の場合もあり、この場合、こ

ちらのスケジュールにあわせてもらう

ことができず､ 苦労することもあります。

どのような方法であれ。排出方法が

明確になっていれば対応ができるので

すが、指導方針が定 まっていない自治

体も多く、排出方法が決まらないこと

もあり、なかなか大変です。自治体の

0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９

ａ

７

６

５

４

３

２

１
・

１

リ ユ ースし な い　　 リ ユ ー スし た

場合　　　　　　　 場 合

図２　リ ユースの有無によ るコストの差

方々もお困りだと同いているため、例

えば引越ごみのガイドラ インのように

国である程度の枠組みを作っていただ

くと、排出力･法が明確になり、良いの

ではないかと感じています。

Ｏ 遺品整理サービスを
もっと知ってもらえるように

嬉しいことに、遺品整理についての社

会的な認知度が高まっているためか、最

近は遺品整理にはある程度のお金がかか

るということが理解されてきました。

亡くなられた方のお宅に残されたも

のをくまなく確認する作業は手間がか

かるものですが、この手間を惜し まな

いことで、見つかる大切な遺品もあり

ます。御自身で整理をしたり、また屋

外まで運び出しごみとして処理する場

合に比べれば作業費用はかかりますが、

先に述べたように、私たちは、遺品整

理にリユースの取り組みを糾み介わせ

ることで、貿い取りできるものは買い

収り、また無償で引き収りできるもの

は引き取ることで、結果的にごみ排出

址を減らしてい ます 心J2卜　このこと

により、直接のごみ処理費を圧縮する

など、令体としてお客様の負担を下げ

るよう努力しています。 また遺族の方

が逮方に住まわれている場合、遣族の

方だけで整理していくのは、移動時間

や交通費を考えるととても大変だと思

います。そういった方々に、ぜひ遺品

整理サービスを知っていただきたいと

思います。

循 環とくらし Ｎ０.8 第２ 部 さあ、片づけ|こ困った！ときの虎の巷



Ｏ誌i 皺 砧知 。
ち

１ 社 で は、 遺 品 整 理 の た め に 構 築 し

た家 財 の リ ユ ー ス ル ーjヽを 活 川 し 家

庭やtμ業 所の 不 川 品 の 受 け 付け も 行 っ

てい ます ．

シ ョ ッピ ン グモ ー ル な ど で 、 不 川 品

引 き収 り イベ ント も行 っ てお り （り 貞6J 、

多 くの111民 の ノパこ来 場 い ただ き好 評 を得

てい ます ．

「 大 切 に し て い た 人 形 を 捨 て る の が

忍 び な く 、 リ ユ ー ス され る と 聞い た の

で 持 ち 込 ん だ 」 と い っ た 方 も い ら っ

し ゃ り、 もの を 大 事 に す る こ と 、 筒 甲．

に捨 て て し ま わ な い こ と の 人 Ｗさ を 改

め て 認 識 す る と と も に 、 不 川 品 の リ

ユ ー スを 進め た く て も、 個 人 で は な か

な か そ う い っ た場 が な いこ と も 実 感 し

まし た､、こ う い っ た イベ ン ト の 開 催が

多 く の 方 々か ら 求 め ら れて い る と 考え

てい ます ．

現 在 は 、--一般 家 庭 か ら は 無 料で 、 が

業 所 か ら は引 っ 越 し や レ イア ウ ト 変 更

な ど に 伴 い 不 川 に な っ た デ ス クや 書 棚

な ど を 有 料 で 引 き 収 り 、 買 い 取 り も

行 っ て い ます ． 国 内 だ け で な く 海 外 へ

の リ ユ ー ス品 の 流 通 経 路 を もつ こ と で 、

こ れ まで 捨 て ら れ て い た も の を よ り長

く 活 か 寸 こ と がで きる よ う に な っ た と

ぢえー てい ます．

０ さい ご に 一身 の 回り の 整 理 のコ ッ　１

私たちも生前整理をしましょうとい

うお 話を講演などで行ってい ますが．

身の回りを整理し、不用なものを見極

め、リユースしたり、ごみとして排出

一一911－Ｓ 如
ｙT. ”゙-゙ yi゙ ･i”

ｇｔ …… －　　　　 ¨

写真 ６　不 要品の引 き取り イベント

"Ａ
"ｘ

したりすることは、なかなか大変な作

業だと思います．それでも、不用なも

のを早めに整理することで、身が軽く

なり、亡くなった後の遺族の負担も減

ることは確かです．’いつか使うもの」

は、結XIJ使わないことが多いため、思

いきって処分し、使えるものは次の使

い于に早めに引き渡すことで、右効利

用されます.　また人切なものや、親族

に遺しておきたいものは、それとわか

るように保管したり、遺したいｷ「LF に

?.めに渡してしまうのも　一つではない

かと思います．

私たちも業務を通じて、多くのみが

「ものを捨てること」に抵抗があるこ

とを肌で感じています　リユースの場

がより増えるよう、業務を通じて皆 様

のお役に･y てるよう頑張っていきたい

と思います、

' ‾‾ ・ ㎜　 －
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